多分 独逸 物で あつたと 思う が、 或る 映画の 試写 会で、 

あお やまきよ うすけ 

青山 喬介 —— と 知り合いに なつてから、 二 力 月 程 後 

の 事で ある。 

早朝 五 時半。 社からの 電話 を 受けた 私 は、 喬 介と 一 

緒に R デバ— トへ、 その 朝早く 起こった 飛 降り 自殺の 

ニュ— スを 取る ために、 フル スピ— ドでタ クシ ー を 飛 

ばして いた。 

喬介は 私よりも 三年 も 先輩で、 かって は 某 映画会社 

の 異彩 ある 監督と して 特異な 地位 を 占めて はいたが、 

コ ムマ ァシャ リズム 

日本の ファンの 一 般 的な 趣向と 会社の 営利主義 とに 

迎合す る 事が 出来ず、 映画界 を 隠退して、 一 個の 自由 



研究家と して 静かな 生活 を 送って いた。 勤勉で 粘 強な 

彼 は、 一面に 於て、 メスの 如く 鋭敏な 感受性と 豊富な 

想像力 を 以てしば しば 私 を 驚かした。 と は 言え 彼 は 又 

o た 

あらゆる 科学の 分野に 亙って、 周到な 洞察力と 異状に 

明晰な 分析 的 智力 を 振い 宏大な 価値 深い 学識 を 貯えて 

いた。 

私は喬 介との この 交遊の 当初に 於て その 驚くべき 彼 

の 学識 を 私の 職業的な 活動の 上に 利用し ようとた くら 

んだ。 が、 日 を 経る につれ て 私の 野心 は 限りない 驚嘆 

と 敬慕の 念に 変って 行った。 そうして 間もなく 私 は、 

本郷の 下宿 を 引き払って 彼の 住んで いる アバ— トへ、 



しかも 彼と 隣合せ の 部屋へ 移住して しまった。 それ 程 

この 青山 喬介 と言う 男 は、 私に とって 犯し難い 魅力 を 

持って いたので ある。 

六 時 十分 前に、 私達 は R デバ ー 卜へ 着いた。 墜死の 

現場 はこの デバ— トの 裏に 当る 東北 側の 露地で、 血痕 

の 凝結した アスファルトの 道路の 上に は、 附近の 店員 

や 労働者 や 早朝の 通行人が、 建物の 屋上 を 見上げたり、 

口々 に暄 ましく 喋 リ 合ったり して いた。 

死体 は 仕 入部の 商品 置 場に 仮 収容され、 当局の 一 行 

が 検死 を 終わった 処 であった。 私達が 其処へ 入って 行 
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しく 残り、 タオル 地の 寝巻に も 二、 三の 綻ろ びが 認め 

られ た。 

私が この 無惨な 光景 をノ— トに 取って いる 間、 喬介 

ての なか 

は 大胆に も 直接 死体に 手 を 触れて 掌中 その他の 擦過傷 

や 頸 胸部の 絞痕を 綿密に 観察して いた。 

「死後 何時間 を 経過して います か？」 

喬介は 立 上がる と、 物好きに も 側に いた 警察 医に 

向って こう 質問した。 

「六、 七 時間 を 経てい ますね」 

「すると、 昨晩の 十 時から 十一 時までの 間に 殺された 

訳です ね。 そしてい つ 頃に 投げ 墜 された もので しょ 



の 一 人が、 警察 医に 代って 喬 介の 質問に 答えた。 

「野 口 君 は 昨夜 宿直だった のです。 と言うの は、 各々 

違った 売場 か ら毎晚 順番 の 交代 で 宿直す るの が、 この 

店の 特種な 〔# 「特種な」 は ママ〕 規則と 言います かま あ 

キ マリに なって いるので す。 昨晩の 宿直 は、 店員の 中 

では この 野 口 君と 私と、 其処に 立って いる 五 人と、 都 

かた あそこ 

合 七 人でした。 それから 雑役の 用務員 さんの 方で 彼処 

にいる 三人 を 加え、 全部で 十 人の 宿直でした。 そんな 

わけで 同じ 宿直室へ 寝ながら、 宿直 員の 中で はお 互に 

なじみ 

馴染の 少ぃ 顔ば かりと 言う 事になる のです。 昨晩の 様 

子です か？ 御 承知の 通り 只今で は 毎晚九 時まで 夜間 



浮べながら、 西側の 隅で 虎に 餌 を 与えて いる 番人の 姿 

や、 東側の 露台の 上で 気球 係の 男が & 気球の 修繕 をし 

ている 景色に 見惚れて いた 私に 向って、 静かに 声を掛 

けた。 

「君、 虎 を 見て いるの かね。 我々 も 一 つ 餌に ありつ こ 

うじ やない か。 ••：： こいつ は なかなか 面白い 事件 だ 

よ」 

もう 喬介は 歩き 出した。 とうとう 喬介 はこの 事件に 

乗り出して しまったな、 と 思いながら も、 底 深い 好奇 

的な 魅力に 誘われた 私 は、 喬 介に 従って 六 階へ 降りた。 

其処 で 私 は 電話室 に 這 入り、 新聞記者と しての 私の 職 



「複雑に なった？ 違うよ 君、 簡単に なった の だよ。 

すべ 

シャ— ロック. ホ— ムズ 気取りになる がね、 『凡ての 否 

定を 排除 すれば 残れる ものが 肯定で ある』 と、 どう だ 

ね。 そうして 犯行 は 屋上 —— この場合 植込みに 足跡の 

なかった 事 を 留意して 置く 必要が ある。 —— 次に、 

所々 の 特に 掌中の 奇怪な 擦過傷、 強い 力 を 持った 犯人、 

執拗な 兇器。 これらの 手掛を 基礎と して、 最後の 調査 

をして 見よう。 さあ、 一 つ 拡大鏡で も 仕入れて、 もう 

一 度 屋上へ 登ろう」 

私達 は 立 上って 食堂 を 出た。 何時の間にか 入り込ん 

で 来た 外客の ために、 辺り は 平常の ざわめきに 立ち返 



が、 間もなく 作業 手袋 を 嵌めて、 捲 取 機の ハンドル を 

廻し 出した。 

一 呎。 ニ呎。 II ^告^ 球 は 静かに 下降し 始め 

た。 

喬介は 拡大鏡 を、 捲き 込まれて 行く 口— プに 近附け 

て 鋭い 視線 を その上に 配って いた。 が、 間もなく 三十 

五、 六 呎 も 捲き 込まれた と 思う 頃、 め告 気球の 下降 

を 中止 さして、 司法 主任に 声を掛けた。 

「犯人 を 見附けました —— 」 

喬介 のこの 言葉 に少 からず 驚いた 私達 は、 喬介 の 指 

差した 太い 麻 緦のロ ー プの 一部に、 深く 染み込ん でい 



つつ 立って いた。 

やがてぬ 告 気球が 降り 切って、 その 可愛い 天体の 様 

な 姿 を 私達の 頭上に 横たえる と、 喬介は 瓦斯 注入 口の 

弁 を 開いて その 中へ 細い 手首 を 差し込み、 暫く 気嚢の 

内 底 部 を搔き 廻して いたが、 間もなく 美しい 首 飾 を 一 

つ 取り出した。 

「図太い 野郎 だ！」 

司法 主任が 係の 男に とびかかろ うとした。 

「お待ちなさい。 人違いで すよ。 犯人 は バル— ン です _ 

この 軽気球です。 ほら、 これ を 御覧なさい」 

喬 介が、 瓦斯 注入 口の 金具、 弁、 新しく 発見され た 



上へ 帰って来た。 喬介 は、 私の 渡した ノ ー トを 受け取 

ると、 

3 ミリ 

「いや、 有難う。 g 粍の 低気圧と 西南の 強風 か。 さあ、 

もう 用事 は 済みました から バル ー ンを 揚げて 下さい。 

さて、 これから 結論の 説明に 移りましょう」 

言 い 終る と喬介 は、 上昇して 行く 広告 気球 を 見上げ 

ながら 煙草に 火 を 点け、 静かに 口 を 切った。 

「私 は 先ず、 第一に、 犯人 は 宿直 員 以外の 強力な 男で 

ある 事、 この場合 戸締りが 厳重であった 事 を 考慮 

に 入れて 置く —— 。 第二に、 犯行 は 屋上で 為された 事、 

—— この場合 植込みに も 鉄柵に も タイル 床の 上に も、 



な 粗雑な 断案 を、 加工し 整理すべき 新しい 材料の 拾収 

を 始めました」 

ここで 喬介 は、 一寸 言葉 を 切って、 改めて 広告 気球 

を 振り仰ぎながら、 一 段と 声 を 高めて 話し 始めました。 

「つま リ、 一昨 ii の晚 営業中に、 二つの 首 飾 を 盗んだ 

野 口 達巿君 は、 当然 行わるべき 身体 検査 や 建物 中の 厳 

しい 捜索 を 予期して、 最も 安全な 場所へ、 即ち バル— 

ンの内 底 部へ その 首 飾 を 隠して 置いた のです。 勿論 君 

は」 と、 係の 男 を 見ながら、 「夜間に バル— ンの 番をし 

てはいないでしょう ね？ 宜しい。 そして 昨晚、 多分 

隠した 首 飾が 気に 懸 つたので しょう、 宿直 当番に なつ 



た 被害者 は、 就寝前の 十 時 頃、 バル— ンの 様子 を 見る 

ために 屋上へ 登った のです。 其処で 彼 は、 穴の 明いた 

バル— ンが、 浮力の 減少した ために フニ ャフ ニヤと 降 

りて 来そう なの を 発見して 非常に 驚き、 急いで 力任せ 

に 口— プを 手繰り バル— ンを 降し 始めました。 浮力が 

ガス J キロ 

減少した と は 言え、 瓦斯が 充満し て さえ いれば § 瓧の 

浮力 を 持つ バル— ン です。 被害者 は 掌中に 幾つ もの 

胼胝 を 作りながら、 夢中で バル ー ンを 降して しまい ま 

した。 そして、 瓦斯 注入 口の 弁 を 開き、 多分 一度 は 隠 

した 品物の 安全 を 確かめた でしよう、 勿論 まだ 事件の 

ほ とぼりが 冷め 切って いないた めに、 品物 を 持ち出す 



出血す る。 野 口 達巿君 は、 文字通り 天国へ 登った ので 

す。 さて II」 

喬介 は、 先程 私の 渡した ノ— トに眼 を 遣リ、 

「午前 零時から 二 時半までに、 東京 地方 を 通過して い 

る g ぎの 低気圧と 西南の 強風 は、 バル— ンを 垂直 上昇 

線から 東北 方へ 押し出します。 穴の 明いて いた バル— 

あいま 

ンは、 低気圧の 通過と 相俟って、 ようやく その 浮力 を 

ゆる 

減じ、 口— プの 緊張 は 弛んで 被害者の 屍体 は 振 リ墜さ 

れ ます。 デバ— トの 屋上へ ではない のです よ。 デバ— 

トの 東北の 露路の アスファルトの 上へ です。 屍体が 振 

リ墜 された 時の 震動に 依って、 気嚢の 内 底 部に 押し込 
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